
いちごドリルプリント

平安時代 名前

問1 藤原氏が摂政や関白として朝廷の官職を独占した理由を述べた次の文章のうち、当時の政治の仕組みとして正しい記述を選びなさい。 （2017年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 地方を統治していた国司の任命権
を天皇から完全に奪い、軍事力を背
景に地方政治を直接支配したため

2. 私地私民の原則を否定し、すべて
の土地を藤原氏の私有地として認め
る制度を確立したため

3. 太政官などの伝統的な役職をすべ
て廃止し、藤原氏の家臣のみで構成
される新しい議決機関を作ったため

4. 天皇の外祖父（母方の祖父）とい
う立場を利用して、天皇に代わって
、あるいは天皇を補佐して政治を執
り行ったため

問2 院政が行われていた時期、皇位継承や摂関家の内紛に武士が動員されるようになり、武士の政治的地位が高まるきっかけとなった1156年の出来
事として正しいものを選んでください。 （2020年 岐阜県公立入試 類似）

1. 保元の乱 2. 治承・寿永の乱 3. 平治の乱 4. 承久の乱

問3 平安時代の文化の特色について述べた学習メモにおいて、「中国から取り入れた漢字を簡略化するなどして作られた文字が普及し、日本独自の
感情や情景を表現する文学が発展した」という内容があります。この文字の名称と、その文字を用いて書かれた文学作品の組み合わせとして最
も適切なものを選びなさい。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. かな文字 ― 源氏物語 2. 万葉仮名 ― 万葉集 3. 梵字 ― 密教の経典 4. 絵文字 ― 鳥獣人物戯画

問4 平安時代の終わりに、源氏との激しい争いを繰り広げた氏族について述べたものです。壇ノ浦の戦いで滅亡し、その過程で行われた南都焼き討
ちが、後に鎌倉時代における東大寺再建の直接的な要因ともなった、この氏族は何ですか。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 蘇我氏 2. 北条氏 3. 平氏 4. 藤原氏

問5 平安時代末期に平清盛が太政大臣となり、平氏一門で高官を独占して権力を掌握した際、かつての摂関政治の仕組みを模倣して行った政治手法
として最も適切なものはどれですか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 自分の娘を天皇の后とし、その間
に生まれた子を次の天皇に立てるこ
とで、天皇の親戚（外戚）として政
治に介入する手法。

2. 各地の武士と直接の主従関係を結
び、彼らに土地の支配権を保障する
代わりに、軍事的な奉仕を誓わせる
手法。

3. 天皇から「征夷大将軍」の役職に
任命されることで、朝廷とは独立し
た独自の行政機関を組織して政治を
行う手法。

4. 朝廷から全国の公領を管理する権
利を奪い、各地に代官を派遣して年
貢を直接徴収することで、経済的な
基盤を固める手法。

問6 794年に現在の京都府京都市に遷都が行われた際の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 桓武天皇が、律令政治を立て直す
ために平安京へ遷都した。

2. 源頼朝が、武家政治を始めるため
に鎌倉に拠点を置いた。

3. 桓武天皇が、平城京の次にわずか
な期間だけ長岡京を都とした。

4. 聖武天皇が、仏教の力で国を守る
ために平城京へ遷都した。

問7 平安時代中期の「国風文化」において、日本の気候や風土に合わせて発展した建築様式の説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2025年

滋賀県公立入試 類似）

1. 外敵の侵入を防ぐために石垣や堀
をめぐらせ、壁を厚くした堅牢なつ
くり

2. 急な傾斜の屋根を持ち、屋根裏で
養蚕を行うことができる山間部のつ
くり

3. 畳を敷き詰め、障子やふすまで部
屋を細かく仕切った実用的なつくり

4. 中心の建物から廊下を伸ばし、庭
園の池を見渡せる開放的なつくり

問8 平安時代中期に藤原氏が「摂関政治」を完成させ、長期にわたって権力を維持できた理由として、最も適切な背景はどれですか。 （2025年

岡山県公立入試 類似）

1. 天皇の母方の祖父という立場を確
保し、天皇との血縁関係を極めて強
く保持し続けたから。

2. 班田収授の法を厳格に運用し、全
ての農民に土地を均等に配分するこ
とで税収を安定させたから。

3. 律令に基づき、地方の国司を武士
の中から選ぶことで、軍事的な統制
力を高めたから。

4. 「武士の気風」を尊ぶことで、新
興の武士階級と協力して地方の反乱
を鎮圧したから。

問9 10世紀の平安時代中期、関東地方で平将門が乱を起こしたのとほぼ同時期に、瀬戸内海の海賊を率いて朝廷の政治に対する反乱を起こした人物
は誰ですか。 （2019年 香川県公立入試 類似）

1. 北条泰時 2. 藤原純友 3. 平将門 4. 源義朝

問10 藤原氏の権力が全盛を極めた時期の様子について述べた文として、最も適切なものはどれですか。娘を次々と天皇の后にし、権力を独占した人
物の動向や当時の状況を踏まえて選びなさい。 （2024年 福島県公立入試 類似）

1. 藤原道長が、自分の栄華を「満月
の欠けることのない様子」に例えて
歌に詠んだ。

2. 藤原不比等が、大宝律令を制定し
て天皇中心の律令国家の仕組みを完
成させた。

3. 藤原道長が、天皇の位を譲ったあ
とに上皇として院庁を開き、政治の
実権を握った。

4. 藤原頼通が、武士の力を背景に太
政大臣となり、日宋貿易を推進した
。

問11 平安時代において、紫式部らによって『源氏物語』などの文学作品が広く執筆されるようになった背景や、その作品の性質について述べた文と
して最も適切なものを選びなさい。 （2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 武士の台頭に伴い、貴族社会が没
落していく様子を記録するために、
平仮名とカタカナを混ぜた軍記物語
が数多く作られた。

2. 浄土信仰が庶民の間に広まったこ
とで、仏教の教えを分かりやすく伝
えるための説話文学が、宮廷の女性
たちの手によって生み出された。

3. 遣唐使が廃止されたことで大陸文
化の影響が一切なくなり、漢字のみ
を用いた日本独自の歴史書が女性た
ちの間で流行した。

4. 藤原氏の摂関政治が行われる中、
有力な貴族が優れた才能を持つ女性
を宮廷に集め、仮名文字を用いた繊
細な表現による物語文学が発展した
。

問12 平安時代初期に、桓武天皇が坂上田村麻呂を征夷大将軍に任命して東北地方へ派遣した目的と、その結果についての説明として最も適切なもの
はどれか。 （2015年 千葉県公立入試 類似）

1. 朝廷の支配を東北地方まで広げる
ためであり、坂上田村麻呂は胆沢城
を築くなどして蝦夷の抵抗を抑え、
支配を強化した。

2. 大陸の唐や新羅との交易ルートを
確保するためであり、坂上田村麻呂
は東北の海岸線に港を整備し、海外
文化の導入を促進した。

3. 仏教の力によって国家の混乱を鎮
めるためであり、坂上田村麻呂は東
北地方に多くの国分寺を建立して民
衆の教化に努めた。

4. 関東地方で自立した勢力を築こう
とした平将門を討伐するためであり
、坂上田村麻呂は武士の先駆けとし
て大規模な反乱を鎮圧した。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 4

天皇の外祖父（母方の祖父）という立場を利
用して、天皇に代わって、あるいは天皇を補
佐して政治を執り行ったため

摂関政治の根幹は、天皇との緊密な血縁関係にあります。藤原氏は娘を天皇の后にすることで
、次代の天皇の「外戚（母方の親戚）」となることを目指しました。これにより、幼い天皇を
助ける摂政や、成人した天皇を補佐する関白という地位を世襲し、他の貴族を圧倒する権力を
維持しました。武力や制度の抜本的な改革ではなく、既存の朝廷の仕組みの中で血縁を利用し
て実権を握った点が重要です。

問2 答え 1
保元の乱

崇徳上皇と後白河天皇の対立に、摂関家や源氏・平氏の武士が加わって戦ったのが保元の乱で
す。この戦乱を通じて、朝廷内の争いも武士の力なしには解決できないことが明らかになり、
武士が政治の表舞台に登場する大きな転換点となりました。その後の1159年に起こった平治
の乱を経て、平清盛が主導権を握ることになります。

問3 答え 1
かな文字 ― 源氏物語

漢字の一部を取ったり、全体を崩したりして作られた「かな文字」の発明は、国風文化におけ
る大きな特徴の一つです。これによって、紫式部が著した『源氏物語』や清少納言の『枕草子
』など、貴族女性による優れた文学作品が生み出され、日本独自の文化が深まる要因となりま
した。

問4 答え 3
平氏

平安時代末期に平清盛を中心として権勢を誇りましたが、源頼朝や義経ら源氏との戦いに敗れ
ました。また、平重衡による南都焼き討ちによって東大寺の大仏殿などが焼失し、これが鎌倉
時代に重源らによって再建されるきっかけとなりました。

問5 答え 1
自分の娘を天皇の后とし、その間に生まれた
子を次の天皇に立てることで、天皇の親戚（
外戚）として政治に介入する手法。

平清盛は、かつて藤原氏が摂関政治で用いた手法を武士として取り入れました。具体的には、
娘の徳子を高倉天皇の后に入れ、その間に生まれた安徳天皇を即位させることで、天皇の外祖
父（母方の祖父）という立場から強い政治力を発揮しました。これは武力による支配だけでな
く、血縁関係を通じて朝廷内部から権力を握ろうとしたものです。

問6 答え 1
桓武天皇が、律令政治を立て直すために平安
京へ遷都した。

794年に平安京を築いたのは桓武天皇であり、その目的は乱れた律令政治の立て直しにありま
した。平城京は710年に現在の奈良市に置かれた都であり、長岡京は平安京の直前の都ですが
、794年という年号と合致するのは平安京です。鎌倉は12世紀末に幕府が置かれた場所であり
、遷都の背景とは異なります。

問7 答え 4
中心の建物から廊下を伸ばし、庭園の池を見
渡せる開放的なつくり

遣唐使の廃止によって日本の独自の文化である「国風文化」が発達しました。寝殿造は、壁が
少なく御簾（みす）や屏風で空間を仕切る開放的な構造が特徴です。これは、日本の夏の蒸し
暑さをしのぐための工夫でもありました。他の選択肢にある「畳を敷き詰め、障子やふすまで
仕切る」形式は、のちの書院造の特徴です。

問8 答え 1
天皇の母方の祖父という立場を確保し、天皇
との血縁関係を極めて強く保持し続けたから
。

摂関政治の最大の特徴は、藤原氏が天皇の「外祖父（母方の祖父）」になることにあります。
当時の慣習では子供は母親の実家で育てられることが多かったため、母方の祖父は天皇に対し
て強い影響力を持つことができました。藤原道長はこの仕組みを最大限に利用し、娘たちを次
々と天皇に嫁がせることで、揺るぎない権力基盤を構築しました。

問9 答え 2
藤原純友

10世紀前半、地方政治の乱れに乗じて各地で武士の反乱が相次ぎました。関東での平将門の乱
に対し、瀬戸内海で反乱を起こしたのが藤原純友です。これら二つの動乱を合わせて「承平・
天慶の乱」と呼びます。当初は朝廷の官吏（伊予掾）であった純友が、瀬戸内海の海賊を組織
して反乱へ至った過程は、地方における武士の台頭を象徴しています。

問1
0

答え 1
藤原道長が、自分の栄華を「満月の欠けるこ
とのない様子」に例えて歌に詠んだ。

藤原道長は、自身の4人の娘を次々と天皇の后に入れることで、盤石な外戚関係を築きました
。彼は娘が中宮（后）となった祝宴の席で、「この世をば わが世とぞ思う 望月の
欠けたることも 無しと思えば」と詠み、自らの権力が満月のように完璧であると表現しまし
た。なお、日宋貿易を進めたのは平清盛、院政を開始したのは白河上皇です。

問1
1

答え 4
藤原氏の摂関政治が行われる中、有力な貴族
が優れた才能を持つ女性を宮廷に集め、仮名
文字を用いた繊細な表現による物語文学が発
展した。

平安時代、遣唐使の停止などにより日本独自の生活や感覚に合わせた国風文化が成立しました
。特に、仮名文字が使われるようになったことで、漢字では表現しにくかった微妙な感情や情
景を表現できるようになり、宮廷の女房たちを中心に『源氏物語』のような物語文学や、日記
・随筆などが数多く執筆されました。これは、藤原氏が自らの権力を強めるために、娘たちの
周囲に高い教養を持つ女性を配したという政治的な背景も関係しています。

問1
2

答え 1
朝廷の支配を東北地方まで広げるためであり
、坂上田村麻呂は胆沢城を築くなどして蝦夷
の抵抗を抑え、支配を強化した。

桓武天皇の時代に行われた東北遠征は、律令支配の拡大を目的としていました。坂上田村麻呂
は軍事的な制圧だけでなく、現在の岩手県に胆沢城を築くなど、行政拠点を設けることで永続
的な支配を確立しようとしました。他の選択肢にある大仏建立や国分寺の設置は奈良時代の聖
武天皇の政策、平将門の乱の鎮圧は平安時代中期の出来事であり、時代背景が異なります。



いちごドリルプリント

平安時代 名前

問1 天皇家から分かれ、平高望を起点として平清盛へと続く系図に示されるような「平氏の出自」は、彼らが武士団として台頭する上でどのような
役割を果たしましたか。その背景として最も適切なものを選んでください。 （2023年 沖縄県公立入試 類似）

1. 天皇の血を引いていることを理由
に、一切の軍事活動を禁じられ貴族
文化に専念するきっかけとなった

2. 高貴な身分を背景に、他の武士を
まとめ上げたり朝廷の政治に関わっ
たりする根拠となった

3. 地方の豪族と同じ立場であること
を強調し、農民たちの支持を広く集
める要因となった

4. 源氏の末裔であることを証明する
ことで、武家の棟梁としての正当性
を主張する材料となった

問2 平清盛が推進した日宋貿易が、当時の日本社会に与えた経済的な影響に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 岩手県公立入試

類似）

1. 朝廷が貿易を独占したため、地方
の武士が経済的に困窮し、平氏打倒
の機運が高まった。

2. 中国から大量の宋銭（銅銭）が輸
入され、国内の貨幣経済が広まるき
っかけとなった。

3. 勘合符を用いることで、倭寇（海
賊）による密貿易を厳しく制限し、
幕府の財政を安定させた。

4. 日本から象牙や香料を輸出し、引
き換えに鉄砲やキリスト教の布教を
認める条約を結んだ。

問3 平安時代後期に行われた「院政」と呼ばれる政治の仕組みや背景について、正しい説明はどれですか。 （2025年 岡山県公立入試 類似）

1. 天皇が退位して上皇となった後、
独自の役所を設けて摂政や関白を介
さずに政治を行う仕組み。

2. 藤原氏の娘を天皇のきさきとし、
その子供を次の天皇に立てることで
権力を独占する仕組み。

3. 仏教による国家の安定を目指し、
全国に国分寺や国分尼寺を建立して
人々の心を掌握する政治。

4. 地方の混乱を収めるために有力な
武士を国司として派遣し、土地の管
理を直接行わせる制度。

問4 中尊寺金色堂の内部は、建物全体が金箔や螺鈿、漆などで豪華に装飾されています。このような大規模で贅を尽くした建築がこの時期の平泉で
行われた理由として、当時の背景を最も適切に説明したものはどれですか。 （2017年 奈良県公立入試 類似）

1. 戦国大名が領国内を統治するため
に制定した「分国法」に基づき、農
民からの徴税が組織化されていたた
め

2. 奥州で産出される豊富な金や特産
品の交易により、京都の貴族文化に
も匹敵する強大な経済力を持ってい
たため

3. 鎌倉幕府の執権が禅宗を深く信仰
し、武士の質実剛健さを象徴する質
素な様式の寺院を推奨したため

4. 瀬戸内海を中心に活動する海賊の
反乱を鎮圧し、海外貿易の利益を独
占して莫大な富を蓄えたため

問5 平安時代初期、遣唐使として唐へ渡って仏教を学び、帰国後に比叡山に延暦寺を建立して天台宗を広めた僧侶は誰ですか。 （2024年 山形県公立入試

類似）

1. 空海 2. 鑑真 3. 最澄 4. 行基

問6 飛鳥時代から奈良時代にかけて、日本は中国の制度を取り入れた中央集権的な国づくりを進めました。701年に制定され、刑罰に関する規定と政
治の仕組みに関する規定をまとめた、律令国家の基礎となる本格的な法令は何ですか。 （2020年 愛媛県公立入試 類似）

1. 大宝律令 2. 養老律令 3. 五成敗式目 4. 十七条の憲法

問7 10世紀から11世紀にかけての日本では、唐の文化を吸収しつつ、日本の風土や生活、感情に合わせた「国風文化」が発達しました。この時期に
宮廷に仕えた女性たちが著した文学作品の説明として、最も適切なものを選択肢から選びなさい。 （2018年 岡山県公立入試 類似）

1. 千利休が、茶室という限られた空
間の中で精神的な交流を重んじる「
わび茶」を大成させた記録

2. 清少納言が、宮廷生活での経験や
自然の美しさを鋭い観察眼で書き留
めた、随筆の『枕草子』

3. 本居宣長が、日本古来の精神を明
らかにするために古代の神話を研究
してまとめた『古事記伝』

4. 紫式部が、貴族の和歌を分類・整
理して編纂した、日本最初の勅撰和
歌集である『古今和歌集』

問8 日本の歴史において、7世紀から12世紀頃までの飛鳥時代、奈良時代、平安時代を一括りにする時代区分を何と呼びますか。歴史の大きな流れを
整理した分類に基づいて答えなさい。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 古代 2. 近世 3. 中世 4. 近代

問9 1086年から始まった院政の時期、上皇は自身の権力を支えるために、独自の軍事組織や政治基盤を整えました。これに関する当時の状況として
正しい記述はどれか、次の中から選びなさい。 （2023年 香川県公立入試 類似）

1. 「北面の武士」と呼ばれる独自の
軍事力を組織し、自らの身辺警護や
寺社の強訴を防がせた

2. 「内閣」を組織し、国務大臣を選
任することで近代的な議会政治の準
備を進めた

3. 「執権」という役職を新たに設け
、北条氏に政治の実務を代行させた

4. 「班田収授法」を厳格に実施し、
公地公民の原則に基づく律令国家の
再建を目指した

問10 桓武天皇が、それまでの都であった平城京から離れ、長岡京や平安京へと遷都を繰り返した政治的な背景として、最も適切な説明はどれですか
。 （2019年 和歌山県公立入試 類似）

1. 大陸との交易を活発にするため、
瀬戸内海に面した大型の港を建設し
都とするため

2. 平城京において藤原氏の権力が弱
まり、新しい有力貴族が自身の拠点
に都を移そうとしたため

3. 東北地方の蝦夷（えみし）を制圧
するための軍事拠点として、より北
方に位置する土地が必要だったため

4. 平城京で強大になった仏教勢力の
影響を断ち切り、天皇中心の政治を
立て直すため

問11 平安時代末期に成立した平氏政権の特色について、その背景や仕組みを説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2020年 神奈川県公立入試

類似）

1. 後白河上皇に仕える武士勢力の中
で台頭し、武士として初めて太政大
臣となった平清盛が、一門で官職を
独占して政治の実権を握った。

2. 有力な戦国大名であった織田信長
が、足利義昭を追放して室町幕府を
滅ぼし、実力によって天下統一を進
める新たな支配体制を築いた。

3. 後醍醐天皇による建武の新政に反
旗を翻した足利尊氏が、京都に幕府
を開き、守護の権限を強めることで
全国を支配した。

4. 朝廷から征夷大将軍に任命された
源頼朝が、鎌倉に幕府を開いて全国
の武士を御家人として統制する仕組
みを整えた。

問12 藤原道長が「この世をば わが世とぞ思う…」と詠んだ時期の家系図をたどると、道長の娘たちが一条天皇や後一条天皇といった歴代の天皇と婚
姻関係を結び、その子供たちが次々と即位している様子が確認できます。この時期に藤原氏が独占した「摂政」と「関白」という役職の説明と
して、最も適切なものを選びなさい。 （2024年 奈良県公立入試 類似）

1. 摂政は地方の反乱を鎮圧するため
の臨時の職で、関白は朝廷の儀式を
専門に司る職である

2. 摂政は仏教の力で国を守るための
最高位の僧職で、関白は武士を統率
するための軍事的な職である

3. 摂政は天皇が成人した後にその補
佐を行う職で、関白は天皇が幼い時
に政治を代行する職である

4. 摂政は天皇が幼い時や女性である
時に政治を代行する職で、関白は天
皇が成人した後にその補佐を行う職
である



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 2

高貴な身分を背景に、他の武士をまとめ上げ
たり朝廷の政治に関わったりする根拠となっ
た

平安時代の社会では血統が極めて重視されました。平氏が単なる地方の武装集団に留まらず、
広範な武士団を組織し、最終的に政権を握ることができたのは、彼らが「天皇の子孫」という
貴族的な身分を併せ持っていたからです。この権威があったからこそ、各地の武士を配下に収
めることができ、また朝廷内でも高い官職を得て政治の実権を握ることが可能になりました。

問2 答え 2
中国から大量の宋銭（銅銭）が輸入され、国
内の貨幣経済が広まるきっかけとなった。

平清盛は日宋貿易を通じて宋（中国）から大量の銅銭（宋銭）を輸入し、これを国内に流通さ
せることで、それまでの物々交換を中心とした経済から、貨幣を用いた経済への転換を促しま
した。これにより平氏一門は莫大な富を蓄え、政治的な地位を強固なものにしました。なお、
勘合符を用いる貿易は室町時代の足利義満によるものであり、鉄砲やキリスト教が伝来したの
は戦国時代のことです。

問3 答え 1
天皇が退位して上皇となった後、独自の役所
を設けて摂政や関白を介さずに政治を行う仕
組み。

院政は、藤原氏が摂政や関白として権力を独占する「摂関政治」に対抗し、天皇家が政治の主
導権を取り戻すために行われました。上皇は「院庁」という独自の役所を置き、北面の武士を
組織して警護にあたらせるなど、従来の官僚組織とは異なるルートで政治を動かしました。藤
原氏の婚姻政策は摂関政治の特徴であり、国分寺の建立は奈良時代の聖武天皇による政策です
。

問4 答え 2
奥州で産出される豊富な金や特産品の交易に
より、京都の貴族文化にも匹敵する強大な経
済力を持っていたため

奥州藤原氏が拠点を置いた東北地方は、当時から良質な金の産地として中央（京都）にも知ら
れていました。この金や、北方の特産品である馬、毛皮などの交易を通じて得た莫大な富が、
金色堂のような豪華な寺院建立を可能にしました。また、前九年の役や後三年の役といった激
しい戦乱が続いた後、亡くなった人々の魂を等しく弔い、仏教による平和を実現しようという
強い願いが背景にあります。

問5 答え 3
最澄

唐での厳しい修行を終えて帰国した後、現在の滋賀県と京都府の境に位置する比叡山を拠点と
して、新しい仏教である天台宗を確立しました。この延暦寺は、当時の都であった平安京の北
東（鬼門）に位置し、国家を守護する重要な役割を担いました。

問6 答え 1
大宝律令

唐の律令にならい、文武天皇の時期に制定されました。これにより、二官八省の官制や、全国
を国・郡・里に分ける地方支配の仕組み、戸籍に基づき土地を分ける公地公民の原則が明確に
規定されました。この法令の完成によって、日本における律令国家の形成が大きく前進しまし
た。

問7 答え 2
清少納言が、宮廷生活での経験や自然の美し
さを鋭い観察眼で書き留めた、随筆の『枕草
子』

平安時代中期、かな文字の普及にともない、女性によるすぐれた文学作品が多く生まれました
。清少納言による『枕草子』は、その代表的な随筆（エッセイ）です。選択肢にある『古今和
歌集』は紀貫之らによって編纂されたものであり、本居宣長は江戸時代の国学者、千利休は安
土桃山時代の茶人です。

問8 答え 1
古代

日本の歴史における時代区分では、天皇や貴族を中心とした政治が行われていた飛鳥時代から
平安時代までを「古代」と呼びます。12世紀末に鎌倉幕府が成立し、政治の実権が貴族から武
家へと移ることで、次の「中世」へと区分が変化します。この時代区分は、政治体制や支配層
の変化を基準に考えられています。

問9 答え 1
「北面の武士」と呼ばれる独自の軍事力を組
織し、自らの身辺警護や寺社の強訴を防がせ
た

院政を行う上皇は、自らの権力を支えるために「院の近臣」と呼ばれる側近や、「北面の武士
」という警護組織を配置しました。この北面の武士には、次第に平氏や源氏といった有力な武
士が登用されるようになり、院政期における武士の社会進出を促すきっかけの一つとなりまし
た。

問1
0

答え 4
平城京で強大になった仏教勢力の影響を断ち
切り、天皇中心の政治を立て直すため

奈良時代の平城京では、国家の保護を受けた東大寺などの仏教勢力が政治に深く関与するよう
になっていました。桓武天皇はこうした宗教勢力の干渉を避け、政治の刷新と天皇主導の中央
集権体制を再構築することを目指して、新天地である平安京への遷都を断行しました。

問1
1

答え 1
後白河上皇に仕える武士勢力の中で台頭し、
武士として初めて太政大臣となった平清盛が
、一門で官職を独占して政治の実権を握った
。

平氏政権は、上皇の執務を支える軍事力として成長した平清盛が、貴族社会の仕組みを利用し
て権力を手中に収めた点に特徴があります。清盛は武士として初めて太政大臣となり、一族で
多くの知行国や官職を占めることで、伝統的な貴族政治の延長線上において武士による初の政
権を樹立しました。

問1
2

答え 4
摂政は天皇が幼い時や女性である時に政治を
代行する職で、関白は天皇が成人した後にそ
の補佐を行う職である

摂政は、聖徳太子の時代から見られる役職ですが、平安時代には藤原氏が天皇を代行する職と
して固定化させました。関白は、天皇が成人した後も実質的な決定権を握り続けるために設け
られた職です。道長は主に摂政として、頼通は長期間にわたり関白として、親子二代にわたっ
て約50年もの間、朝廷の最高権力者として君臨しました。



いちごドリルプリント

平安時代 名前

問1 平安時代初期、朝廷が東北地方に支配権を広げようとした際に行われた政策と、それに関連する人物について説明した文として最も適切なもの
はどれですか。 （2025年 和歌山県公立入試 類似）

1. 坂上田村麻呂を征夷大将軍に任命
し、蝦夷と呼ばれた人々の抵抗を抑
えて、胆沢城を築くなど支配を強め
た。

2. 源頼朝を征夷大将軍に任命し、全
国に守護や地頭を設置することで、
東北地方の開墾を積極的に進めさせ
た。

3. 聖武天皇が国分寺や国分尼寺を各
地に建立し、仏教の教えによって東
北地方の人々の心を安らげようとし
た。

4. 白河上皇が北面の武士を組織し、
武力を背景にして東北地方の豪族で
ある奥州藤原氏を直接支配下に置い
た。

問2 菅原道真の経歴やその後の影響について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2021年 沖縄県公立入試 類似）

1. 摂政の職につき、藤原氏の全盛期
を築いたことで、娘を次々と天皇の
后に送った。

2. 遣隋使として大陸に渡り、十七条
の憲法を制定して天皇中心の政治を
目指した。

3. 平氏の武士として力をつけ、兵庫
の港を整備して宋との貿易を盛んに
行った。

4. 藤原氏によって大宰府へ左遷され
た後、現地で没したが、後に学問の
神様として信仰されるようになった
。

問3 平安時代末期、平氏の棟梁として急速に勢力を拡大し、武士として初めて律令制下の最高官職に就いた人物が任命された役職として、正しいも
のを次のうちから選びなさい。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. 関白 2. 征夷大将軍 3. 太政大臣 4. 摂政

問4 平安時代中期、遣唐使の廃止などを背景に、それまでの中国（唐）の影響から脱して、日本の風土や生活、日本人の感情に合った文化が生まれ
ました。この文化を何と呼びますか。 （2019年 富山県公立入試 類似）

1. 国風文化 2. 飛鳥文化 3. 元禄文化 4. 天平文化

問5 1053年、時の権力者であった藤原頼通が、仏教の浄土信仰に基づき、極楽浄土をこの世に再現しようとして現在の京都府宇治市に建立した建築
物を選びなさい。 （2020年 福島県公立入試 類似）

1. 法隆寺金堂 2. 姫路城天守 3. 慈照寺銀閣 4. 平等院鳳凰堂

問6 藤原氏が長期間にわたって摂政や関白の職を独占し、政治の実権を握り続けることができた理由として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

香川県公立入試 類似）

1. 自分の娘を天皇の妃とし、その間
に生まれた子を次の天皇に立てて、
自らは天皇の外祖父（母方の祖父）
となったから。

2. 遣唐使を通じて得た大陸の最新の
法制度を独占的に運用し、法に基づ
く厳格な官僚機構を作り上げたから
。

3. 地方の国司を藤原氏の一族で独占
し、各地の農地から得られる膨大な
税を直接管理したから。

4. 強力な私兵集団である武士団を組
織し、軍事力によって他の貴族や天
皇を圧倒したから。

問7 894年の出来事を示した歴史年表において、唐の衰退や航海の危険を理由に、遣唐使の派遣を停止することを進言した人物は誰ですか。 （2019年

愛媛県公立入試 類似）

1. 菅原道真 2. 小野妹子 3. 最澄 4. 空海

問8 9世紀初め、遣唐使とともに唐へ渡って仏教を学び、帰国後に比叡山に延暦寺を建てて天台宗を広めた僧侶は誰ですか。 （2018年 埼玉県公立入試 類似）

1. 最澄 2. 空海 3. 行基 4. 鑑真

問9 国風文化の時期には、漢字を簡略化したり一部を利用したりすることで、日本語の音を自由に書き表せる文字が普及しました。この文字が使わ
れたことで、紫式部による『源氏物語』などの優れた文学作品が生まれたほか、和歌が盛んに詠まれるようになりました。この文字の名称を答
えなさい。 （2019年 大分県公立入試 類似）

1. かな文字 2. 梵字 3. 楔形文字 4. 象形文字

問10 平安時代初期に最澄や空海によって広められた仏教が、それまでの奈良時代の仏教（南都六宗）と比較して持っていた特徴として、最も適切な
ものはどれですか。 （2024年 香川県公立入試 類似）

1. 読み書きができない庶民のために
、念仏を唱えるだけで救われると説
いた

2. 政治から離れ、人里離れた山の中
の寺院で厳しい修行を行うことを重
視した

3. 武士の精神的支柱として、座禅を
組むことで悟りを開こうとした

4. 国家の保護を強く受け、都に巨大
な大仏や国分寺を建立して国を治め
ようとした

問11 平安時代末期、現在の岩手県平泉町を拠点に栄えた奥州藤原氏は、北上川流域などで産出されるある鉱産資源を背景に、京都の文化とも異なる
独自の仏教文化を築きました。中尊寺金色堂などの豪華な建築物にも象徴され、当時の重要な輸出品でもあったこの鉱産資源は何ですか。
（2018年 岩手県公立入試 類似）

1. 金 2. 銀 3. 鉄 4. 銅

問12 平安時代中期に藤原道長が摂政に就任したことで全盛期を迎えた、藤原氏が天皇の代理や補佐として実権を握る政治形態を何といいますか。
（2017年 沖縄県公立入試 類似）

1. 幕府政治 2. 親政 3. 院政 4. 摂関政治

問13 平安時代の政治体制は、天皇や貴族の勢力関係の変化に伴い、大きく3つの時期に分けることができます。空海が唐から帰国して真言宗を開いた
時期以降の政治の変遷について、時代順（古い順）に正しく並べたものはどれですか。 （2021年 熊本県公立入試 類似）

1. 白河天皇による院政、桓武天皇に
よる国司の監督強化、藤原道長らに
よる摂関政治

2. 桓武天皇による国司の監督強化、
白河天皇による院政、藤原道長らに
よる摂関政治

3. 桓武天皇による国司の監督強化、
藤原道長らによる摂関政治、白河天
皇による院政

4. 藤原道長らによる摂関政治、白河
天皇による院政、桓武天皇による国
司の監督強化

問14 平安時代初期、現在の東北地方に居住し、朝廷の支配が十分に及んでいなかった人々を指す名称として正しいものはどれですか。 （2020年

島根県公立入試 類似）

1. 隼人 2. 蝦夷 3. 南蛮人 4. 渡来人



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

坂上田村麻呂を征夷大将軍に任命し、蝦夷と
呼ばれた人々の抵抗を抑えて、胆沢城を築く
など支配を強めた。

桓武天皇は、東北地方で抵抗を続けていた蝦夷（えみし）を平定するため、軍事力を行使しま
した。その際、坂上田村麻呂が征夷大将軍として派遣され、現在の岩手県にあたる場所に胆沢
城を築くなどの成果を上げ、朝廷の支配圏を北へと拡大させました。

問2 答え 4
藤原氏によって大宰府へ左遷された後、現地
で没したが、後に学問の神様として信仰され
るようになった。

菅原道真は優れた学者・政治家として活躍しましたが、藤原時平の策略によって大宰府へと左
遷され、その地で亡くなりました。その後、平安京で落雷や疫病（感染症）の流行が相次いだ
ため、これらは道真の怨霊の仕業であると恐れられました。のちに怒りを鎮めるために神とし
て祀られ、現在は「天神様」として学問の神様の象徴となっています。

問3 答え 3
太政大臣

律令制における官職の最高位であり、本来は適任者がいなければ欠員とされる名誉ある地位で
した。平安時代末期に平清盛が武士として初めてこの職に就いたことは、それまでの貴族中心
の政治から、武士が政治の実権を握る時代へと移行する象徴的な出来事となりました。

問4 答え 1
国風文化

894年に菅原道真の建議によって遣唐使が停止されたことで、中国との公的な交流が途絶えま
した。これをきっかけに、それまでの唐の影響を強く受けた文化から、日本独自の感性を反映
した文化へと発展しました。

問5 答え 4
平等院鳳凰堂

平安時代中期、仏教の教えが衰える「末法」の時代が来るとする末法思想が広まり、阿弥陀如
来にすがって死後に極楽浄土へ生まれ変わることを願う浄土信仰が貴族の間で盛んになりまし
た。藤原氏の全盛期を築いた藤原道長の子、頼通によって建立されたこの建築物は、当時の華
やかな国風文化と信仰の結びつきを象徴しています。

問6 答え 1
自分の娘を天皇の妃とし、その間に生まれた
子を次の天皇に立てて、自らは天皇の外祖父
（母方の祖父）となったから。

藤原氏は「外戚関係（母方の親戚関係）」を利用して権力を維持しました。娘を天皇の妃に送
り込み、誕生した皇子を天皇に即位させることで、天皇の母方の祖父（外祖父）という強い立
場から政治に介入したのです。これは武力や経済制度のみに頼るものとは異なる、当時の貴族
社会特有の権力掌握術でした。

問7 答え 1
菅原道真

894年、学問の神様としても知られる学者の菅原道真は、当時の唐が国内の混乱で衰退してい
たことや、往復の航海が非常に危険であったことを踏まえ、遣唐使の派遣停止を宇多天皇に進
言しました。これにより、日本独自の感性を重視する国風文化の形成が促されました。他の選
択肢について、小野妹子は飛鳥時代の遣隋使であり、最澄と空海は平安時代初期に遣唐使とし
て唐へ渡った僧侶です。

問8 答え 1
最澄

平安時代初期、桓武天皇の支持を受けた最澄は、唐での修行を終えて帰国し、比叡山（滋賀県
・京都府）を拠点に天台宗を日本に伝えました。同時期に活躍した空海は高野山に金剛峯寺を
建てて真言宗を広めており、入試ではこの二人の活動場所と宗派の組み合わせが頻出となりま
す。

問9 答え 1
かな文字

漢字を日本風に崩したり簡略化したりして生まれた「かな文字（ひらがな・カタカナ）」の普
及は、国風文化の最大の特徴の一つです。これにより、漢字だけでは表現しきれなかった日本
人の繊細な感情や、日常の出来事を文章に綴ることが可能になり、女流文学や和歌が大きく発
展しました。

問1
0

答え 2
政治から離れ、人里離れた山の中の寺院で厳
しい修行を行うことを重視した

奈良時代の仏教が政治と密接に関わり、都にある東大寺などの寺院が権力を持っていたのに対
し、平安時代初期の天台宗（最澄）や真言宗（空海）は、比叡山や高野山といった山の中に寺
を建て、世俗から離れて修行することを重んじました。念仏による救済は鎌倉新仏教、座禅は
鎌倉時代の禅宗の特徴です。

問1
1

答え 1
金

奥州藤原氏は、領内から産出される豊富な「金」を経済基盤として、平泉に中尊寺や毛越寺な
どの壮麗な寺院を建立しました。この金は当時の日本における重要な交易品であり、平泉から
京都へ送られただけでなく、大陸の宋（中国）への輸出にも使われ、奥州藤原氏の強大な権力
と富の源泉となりました。

問1
2

答え 4
摂関政治

藤原氏は、天皇が幼少のときは「摂政」、成人してからは「関白」という官職に就くことで政
治の実権を握りました。道長とその子である頼通の時代にその力は絶頂に達し、娘を次々と天
皇の后（きさき）にすることで、天皇の外祖父（母方の祖父）として強い影響力を行使しまし
た。

問1
3

答え 3
桓武天皇による国司の監督強化、藤原道長ら
による摂関政治、白河天皇による院政

平安時代初期、桓武天皇は勘解由使を設置して国司の交代時の不正を厳しく監督し、天皇中心
の政治を立て直そうとしました。中期になると、天皇の外戚（母方の親戚）となった藤原氏の
道長・頼通親子が摂政・関白として実権を握る摂関政治が全盛期を迎えました。その後、藤原
氏を抑えるために白河天皇が位を譲ったあとも上皇として政治を行う院政を開始し、政治の主
導権が移り変わっていきました。

問1
4

答え 2
蝦夷

律令国家の形成を進める朝廷は、現在の東北地方に住み、独自の生活様式を保っていた人々を
「蝦夷（えみし）」と呼びました。朝廷は彼らを支配下に置くため、軍事的な征服や、城柵と
呼ばれる拠点の構築を長年にわたって進めました。



いちごドリルプリント

平安時代 名前

問1 平安時代末期、地方における武士の台頭や浄土信仰の広がりを背景に、東北地方の平泉で独自の文化が栄えました。この文化において、奥州藤
原氏が極楽浄土の様子を地上に再現しようとして建立した建築物を選びなさい。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 唐招提寺金堂 2. 中尊寺金色堂 3. 東大寺大仏殿 4. 平等院鳳凰堂

問2 平安時代中期の貴族文化においては、藤原頼通によって建立された平等院鳳凰堂に代表されるように、末法思想の影響を受けて極楽浄土を願う
文化が栄えました。このような藤原氏を中心とした摂関政治の時代から、後三条天皇による政治の転換点にかけての説明として正しいものはど
れですか。 （2026年 奈良県公立入試 類似）

1. 後三条天皇は、遣唐使を廃止する
ことで国風文化をさらに発展させる
ことに注力した。

2. 平将門の乱が鎮圧された直後、武
士の力を背景に後三条天皇が摂関家
を追放した。

3. 後三条天皇は、自らが上皇となっ
た後も政治を行う「院政」の仕組み
を完成させた。

4. 藤原氏との血縁関係が薄い後三条
天皇が即位したことで、摂関家によ
る実権掌握が困難になった。

問3 桓武天皇は、朝廷の支配力を高めるために東北地方へ大規模な軍を派遣しました。このとき、軍の総大将として任命され、蝦夷（えみし）の抵
抗を抑えて現在の岩手県に胆沢城を築くなどの成果を上げた人物と、その官職名の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2018年

富山県公立入試 類似）

1. 小野妹子 ― 遣隋使 2. 足利尊氏 ― 征夷大将軍 3. 坂上田村麻呂 ― 征夷大将軍 4. 中大兄皇子 ― 太政大臣

問4 白河上皇が院政を開始した背景とその政治的目的について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2017年 沖縄県公立入試 類似）

1. 土地の国有化を進める班田収授法
が機能しなくなったため、新しい戸
籍制度を確立して律令国家を再建し
ようとした。

2. 仏教勢力の強まりに対抗するため
、上皇は出家して法皇となり、寺院
の武装化（僧兵）を完全に禁止しよ
うとした。

3. 摂関家との血縁が薄い後三条天皇
の即位により、藤原氏による専制が
弱まったことを受け、上皇自らが実
権を握ろうとした。

4. 平氏や源氏といった武士の力が強
大になったため、それらを鎮圧する
ために天皇が退位して軍事権を握ろ
うとした。

問5 日本の平安時代中期にあたる10世紀の世界情勢について述べた文として、歴史的な事実と合致するものを選択してください。 （2022年 青森県公立入試

類似）

1. モンゴル民族が勢力を広げ、フビ
ライ・ハンが元を建国した。

2. 中国では長らく続いた唐が滅亡し
、社会が混乱する五代十国の時代に
入った。

3. 中国を再統一した隋が、日本に対
して朝貢を求める使節を送ってきた
。

4. 朝鮮半島では高麗が滅び、李氏朝
鮮による統治が始まった。

問6 平安時代、藤原道長などの藤原北家が政治の実権を握るために用いた手法について、その内容を正しく説明しているものはどれですか。 （2025年

岡山県公立入試 類似）

1. 海外との貿易を独占して莫大な富
を蓄え、その経済力によって貴族た
ちの支持を集めて権力を維持した

2. 仏教の教えを政治に取り入れるた
め、自らが出家して上皇となり、天
皇に代わって政治を行う仕組みを整
えた。

3. 地方の武士団を武力で圧倒し、そ
の軍事力を背景に天皇から政治全般
の委任を受けた。

4. 自分の娘を天皇と結婚させ、その
間に生まれた子を次の天皇に即位さ
せることで、天皇の祖父として実権
を握った。

問7 平安時代に、それまでの大陸的な文化から日本独自の特色を持った「国風文化」へと変化していった主な背景として、最も適切なものはどれで
すか。 （2019年 山口県公立入試 類似）

1. 鉄砲の伝来により、戦国大名が自
らの権力を示すために豪華な城郭を
築くようになったため

2. 鎖国政策が実施されたことで、長
崎の出島のみを通じて海外の限られ
た情報が入るようになったため

3. 源頼朝が鎌倉に幕府を開き、質実
剛健を尊ぶ武士の気風が社会全体に
広まったため

4. 遣唐使が停止され、中国の文化を
直接取り入れる機会が減った一方で
、日本の風土への関心が高まったた
め

問8 平安時代末期、平氏の棟梁として急速に勢力を拡大し、武士として初めて律令制下の最高官職に就いた人物が任命された役職として、正しいも
のを次のうちから選びなさい。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. 摂政 2. 征夷大将軍 3. 太政大臣 4. 関白

問9 11世紀前半の皇室と藤原氏の家系図を整理した資料によると、藤原道長は一条天皇や三条天皇、後一条天皇といった歴代の天皇に自分の娘たち
を次々と嫁がせています。道長がこのような複雑な婚姻関係を幾重にも結んだ政治的な目的として、最も適切なものはどれですか。 （2021年

神奈川県公立入試 類似）

1. 地方の武士団と結びつき、軍事力
によって朝廷内の反対勢力を抑え込
むため

2. 唐の制度にならった官僚制を整備
し、実力のある人材を広く登用する
ため

3. 次の天皇の外祖父（母方の祖父）
となり、天皇の後見人として政治の
実権を握るため

4. 天皇から位を譲り受けた上皇とし
て、摂政や関白の影響を受けずに政
治を行うため

問10 平安時代中期、社会への不安を背景に「阿弥陀如来を信じれば、死後に極楽浄土へ生まれ変わることができる」という浄土信仰が広まりました
。この信仰に基づき、摂政ののちに関白となった藤原頼通が、極楽浄土の様子を再現しようとして宇治に建立した代表的な阿弥陀堂を選びなさ
い。 （2022年 岡山県公立入試 類似）

1. 唐招提寺金堂 2. 平等院鳳凰堂 3. 中尊寺金色堂 4. 東大寺大仏殿

問11 平安時代中期、息子の頼通とともに摂関政治の全盛期を築き、自身の栄華を「この世をば わが世とぞ思ふ 望月の 欠けたることも
なしと思へば」という歌に詠んだ人物は誰か。 （2019年 北海道公立入試 類似）

1. 藤原良房 2. 藤原道長 3. 藤原頼通 4. 藤原鎌足

問12 平安時代の社会情勢をまとめた記録において、地方で荘園の整理や拡大が進み、貴族の邸宅で寝殿造が流行していた時期に成立した作品として
正しいものはどれですか。 （2022年 静岡県公立入試 類似）

1. 鴨長明が乱世の無常を記した『方
丈記』

2. 清少納言が記した『枕草子』 3. 山上憶良らが詠んだ歌を収めた『
万葉集』

4. 菅原道真が遣唐使の廃止を提案し
た際の『建議文』



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 2

中尊寺金色堂
平安時代末期、東北地方を支配した奥州藤原氏は、平泉を拠点に100年におよぶ繁栄を築きま
した。三代（清衡・基衡・秀衡）の遺体が安置されている中尊寺金色堂は、金箔や螺鈿細工を
用いた豪華な建築で、当時の高度な工芸技術と阿弥陀仏への信仰を象徴しています。なお、平
等院鳳凰堂は平安時代中期の藤原頼通による建築です。

問2 答え 4
藤原氏との血縁関係が薄い後三条天皇が即位
したことで、摂関家による実権掌握が困難に
なった。

藤原頼通の時代に全盛期を迎えた摂関政治ですが、後三条天皇の即位によってその形態が崩れ
始めました。後三条天皇自身は院政を行う前に没しますが、その後の白河天皇による院政、さ
らには武士の台頭へと歴史が動く大きな転換点となりました。なお、院政の仕組みを本格的に
始めたのは、後三条天皇の次に即位した白河天皇です。

問3 答え 3
坂上田村麻呂 ― 征夷大将軍

桓武天皇は東北地方への勢力拡大を重視し、軍事的な成功を収めるために有能な武官である坂
上田村麻呂を「征夷大将軍」に任命しました。彼は東北地方へ進撃してアテルイなどの蝦夷の
指導者を降伏させ、胆沢城を拠点として朝廷の支配地域を北へと大きく広げました。他の選択
肢にある足利尊氏は鎌倉幕府を滅ぼした後の人物であり、時代が異なります。

問4 答え 3
摂関家との血縁が薄い後三条天皇の即位によ
り、藤原氏による専制が弱まったことを受け
、上皇自らが実権を握ろうとした。

院政が始まる直接の背景には、藤原氏を外戚（母方の親戚）に持たない後三条天皇が即位し、
摂関家を軽視する政治を行ったことがあります。その子である白河天皇は、この流れを引き継
いで退位後に院政を始め、藤原氏から政治の主導権を奪い返しました。

問5 答え 2
中国では長らく続いた唐が滅亡し、社会が混
乱する五代十国の時代に入った。

10世紀初頭の907年に唐が滅亡した後、中国では「五代十国」と呼ばれる分裂と戦乱の時代が
約半世紀続きました。この大陸の情勢不安は、日本が遣唐使を停止した理由の一つでもあり、
その後の国風文化の発達を促す背景となりました。隋の統一は6世紀末、元の成立は13世紀、
李氏朝鮮の成立は14世紀末の出来事です。

問6 答え 4
自分の娘を天皇と結婚させ、その間に生まれ
た子を次の天皇に即位させることで、天皇の
祖父として実権を握った。

藤原氏は、自分の娘を天皇の后（きさき）として送り込み、その間に生まれた皇子を次の天皇
に立てる「外戚（がいせき）」関係を築くことで権力を安定させました。天皇の母方の祖父と
いう立場を利用し、天皇が幼いときには「摂政」、成人してからは「関白」として政治の主導
権を握る「摂関政治」を確立しました。

問7 答え 4
遣唐使が停止され、中国の文化を直接取り入
れる機会が減った一方で、日本の風土への関
心が高まったため

9世紀末に遣唐使が停止されたことで、中国（唐）の最新文化を直接輸入する動きが弱まりま
した。その結果、それまでに蓄積された大陸の技術や思想をベースにしながらも、日本の気候
や貴族の生活スタイルに適した「寝殿造（住居）」や「大和絵（絵画）」といった独自の様式
が確立されました。

問8 答え 3
太政大臣

律令制における官職の最高位であり、本来は適任者がいなければ欠員とされる名誉ある地位で
した。平安時代末期に平清盛が武士として初めてこの職に就いたことは、それまでの貴族中心
の政治から、武士が政治の実権を握る時代へと移行する象徴的な出来事となりました。

問9 答え 3
次の天皇の外祖父（母方の祖父）となり、天
皇の後見人として政治の実権を握るため

藤原道長は、自分の娘が産んだ皇子が天皇になれば、自分はその天皇の「外祖父」として、摂
政などの官職に就き、強力な発言権を持つことができました。そのため、複数の娘を異なる天
皇の后にすることで、どの系統から天皇が出ても外戚としての地位を維持できるよう図ったの
です。この時代、藤原氏の権力基盤は軍事力ではなく、天皇との血縁関係にありました。

問1
0

答え 2
平等院鳳凰堂

平安時代、貴族たちは「末法思想」による社会不安から、死後の救済を求めて阿弥陀如来を本
尊とする阿弥陀堂を盛んに造営しました。藤原氏の全盛期を築いた藤原頼通による平等院鳳凰
堂は、当時の建築・彫刻・工芸の粋を集めた浄土信仰の象徴的な遺構です。

問1
1

答え 2
藤原道長

自分の娘を天皇のきさきとし、その間に生まれた子が天皇になると、外祖父として政治の実権
を握った。提示された歌は、自身の権力が満月（望月）のように欠けるところがないと誇った
ものである。息子の頼通も長く権力を維持し、宇治に平等院鳳凰堂を建立したことで知られる
。

問1
2

答え 2
清少納言が記した『枕草子』

平安時代中期、土地制度が変化して荘園が増加する一方で、都の貴族たちは国風文化を享受し
ていました。この時期、清少納言はかな文字を用いて、当時の宮廷社会の雰囲気や自然観を『
枕草子』という随筆にまとめました。『万葉集』は奈良時代、『方丈記』は鎌倉時代の作品で
す。



いちごドリルプリント

平安時代 名前

問1 当時の記録において「入道相国（にゅうどうしょうこく）」や「六波羅殿」と称された人物に関する記述として、正しいものを次の中から選び
なさい。 （2026年 埼玉県公立入試 類似）

1. 武士でありながら公家のような性
格を併せ持ち、日宋貿易による経済
力を背景に政治を動かした。

2. 執権の地位を確立し、北条氏によ
る独裁体制の基礎を築いた。

3. 承久の乱において朝廷側の軍勢を
破り、西国の監視と朝廷の統制のた
めに六波羅探題を設置した。

4. 関東を拠点として武士の支持を集
め、征夷大将軍として鎌倉に幕府を
開いた。

問2 遣唐使の停止を建議した人物のその後の経緯について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2026年 福島県公立入試 類似）

1. 藤原氏との政争に敗れて九州の大
宰府へ左遷されたが、死後は「学問
の神」として祀られた。

2. 唐に渡って最新の仏教を学び、帰
国後に高野山で真言宗を開いて文化
の発展に貢献した。

3. 宋との貿易を重視して神戸の港を
整備し、武士として初めて太政大臣
の地位に就いた。

4. 娘を天皇のきさきとすることで摂
政・関白の地位を独占し、藤原氏の
全盛期を築いた。

問3 平安時代の社会や文化に関する記述として誤っているものを、次の選択肢から一つ選びなさい。 （2024年 青森県公立入試 類似）

1. 念仏を唱えて阿弥陀如来にすがり
、極楽往生を願う浄土信仰が広まっ
た。

2. 漢字をくずしたかな文字が使われ
るようになり、女性による文学が栄
えた。

3. 商品作物として木綿が広く栽培さ
れ、庶民の衣服として一般に普及し
た。

4. 地方政治の乱れから、関東地方で
平将門が反乱を起こした。

問4 平安時代中期から後期にかけて、藤原頼通が建立した平等院鳳凰堂や、奥州藤原氏が建立した中尊寺金色堂など、華麗な装飾を施した阿弥陀堂
が各地に作られました。これらの建築物が造営された当時の社会的な背景や目的を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2024年

宮城県公立入試 類似）

1. 武士が政治の実権を握り始めたた
め、力強さや素朴さを重んじる新し
い仏教の形を象徴する建物として作
られた。

2. 釈迦の教えが衰えるという末法思
想の影響で社会不安が広がり、阿弥
陀如来にすがって死後の救済を求め
る浄土信仰が普及したため。

3. 唐の先進的な文化を積極的に取り
入れるため、遣唐使が持ち帰った最
新の建築様式を模倣して作られた。

4. 仏教の力で国家の安泰を祈願する
ため、聖武天皇が国分寺を全国に配
置した一環として造営された。

問5 平安時代に藤原道長が全盛期を築いた「摂関政治」において、藤原氏が政治の実権を握り続けることができた仕組みとして、最も適切なものは
どれですか。 （2020年 長野県公立入試 類似）

1. 地方の武士を都に集めて軍事力を
強化し、天皇を武力で威圧すること
で、無理やり政治の全権を委譲させ
る仕組み

2. 天皇が位を譲って上皇となったあ
とも、政治の窓口である「院」にお
いて実権を握り続け、藤原氏を排除
する仕組み

3. 家柄に関係なく、試験によって優
秀な人材を官僚として採用し、藤原
氏の配下として政府の要職に配置す
る仕組み

4. 自分の娘を天皇の后とし、その間
に生まれた子を次の天皇に立てるこ
とで、天皇の母方の祖父として政治
を補佐する仕組み

問6 平安時代の政治において、藤原氏による摂関政治が全盛期を迎えていた時期の社会背景について述べた文として、最も適切なものはどれですか
。この時期には、1053年に建立された平等院鳳凰堂に代表されるような、極楽浄土を願う信仰も広まりました。 （2019年 滋賀県公立入試 類似）

1. 禅宗の影響を強く受け、水墨画や
茶の湯などの簡素な美しさを尊ぶ文
化が形成された。

2. 大陸文化の影響を消化し、かな文
字による文学や日本独自の美意識が
反映された文化が発展した。

3. 武士が政治の実権を握り、素朴で
力強い文化が東国を中心に広まった
。

4. 遣唐使を通じて唐の進んだ制度や
仏教文化を積極的に取り入れ、国際
色豊かな文化が形成された。

問7 平安時代の政治状況について、ドイツ出身のエマさんと日本の高校生が会話をしています。この時代の地方政治の実態を説明する内容として正
しいものはどれですか。 （2023年 奈良県公立入試 類似）

1. 全国の農村で二毛作が一般化し、
経済的に豊かになった農民が国司の
権限を代行するようになった。

2. 一部の有力な国司は受領と呼ばれ
、任地に赴いて徴税に励む一方で、
私的な蓄財を行うなど地方政治が混
乱する要因となった。

3. 国司は中央から派遣される役人で
あったが、この時期にすべて武士へ
と置き換わり、封建的な主従関係が
確立した。

4. 地方政治の乱れを解決するため、
天皇が直接地方を統治する親政が始
まり、国司制度は完全に廃止された
。

問8 平安京を都とした平安時代に関する説明として、菅原道真の経歴や背景を踏まえて正しい内容述べているものはどれですか。 （2023年 鳥取県公立入試

類似）

1. 菅原道真は唐の高度な制度を学ぶ
ため、第1回の遣隋使として大陸へ渡
った。

2. 菅原道真は藤原氏と協力して摂関
政治を確立し、天皇に代わって政治
の実権を握った。

3. 学問に優れた菅原道真は右大臣に
登用されたが、のちに藤原氏によっ
て大宰府へ送られた。

4. 菅原道真は源頼朝の命を受け、山
口県を含む西国一帯の守護に任命さ
れた。

問9 菅原道真が遣唐使の停止を建議したことによって、その後の平安貴族の生活や文化にどのような影響を与えましたか。最も適切な説明を選びな
さい。 （2023年 北海道公立入試 類似）

1. 大陸の文化を日本の風土や好みに
合わせて消化・吸収した、日本独自
の国風文化が発達した。

2. 唐の先進的な土木技術を導入した
ことにより、全国で大規模な開墾が
進み、班田収授の法が厳格に運用さ
れた。

3. 中国の律令制度をそのまま導入す
ることで、天皇を中心とする中央集
権的な政治体制が完成した。

4. 日本独自の文字である「かな文字
」の使用が禁止され、すべての公文
書を漢文で記す習慣が定着した。

問10 平安時代の藤原氏と皇室の系図を読み取ると、藤原氏の娘たちが天皇のきさきとなり、その間に生まれた子どもが次の天皇として即位する血縁
関係が繰り返し見られます。この関係を利用して藤原氏が政治の実権を握った仕組みの説明として、最も適切なものを次のうちから1つ選びなさ
い。 （2026年 熊本県公立入試 類似）

1. 地方の有力な武士と主従関係を結
び、軍事力を背景に朝廷を統制する
仕組み。

2. 天皇が位を退いて上皇となり、院
庁を開いて政治の実権を握る仕組み
。

3. 武士の棟梁が幕府を開き、朝廷か
ら政権の委任を受けて全国を支配す
る仕組み。

4. 天皇の母方の親戚（外戚）の立場
を利用して、摂政や関白に就任し政
治を行う仕組み。

問11 藤原道長を中心とした当時の家系図を見ると、道長の娘たちは一条天皇、三条天皇、後一条天皇、後朱雀天皇らと婚姻関係にあり、次々と皇子
をもうけています。このような婚姻を通じた政治体制において、天皇が幼少の間に、天皇に代わって政治を行う職を何と呼びますか。 （2025年

岡山県公立入試 類似）

1. 征夷大将軍 2. 太政大臣 3. 摂政 4. 関白



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

武士でありながら公家のような性格を併せ持
ち、日宋貿易による経済力を背景に政治を動
かした。

「入道相国」は出家して太政大臣となった平清盛を指す言葉です。彼は六波羅に邸宅を構えた
ため「六波羅殿」とも呼ばれました。清盛の政治は、武力だけでなく朝廷の官位や外戚関係、
貿易による富を利用したものであり、のちの鎌倉幕府のような純粋な武家政治とは異なる、公
家的な要素を強く持っていました。

問2 答え 1
藤原氏との政争に敗れて九州の大宰府へ左遷
されたが、死後は「学問の神」として祀られ
た。

菅原道真は優れた学者として右大臣にまで昇進しましたが、藤原時平の策謀により大宰府（福
岡県）へ左遷され、その地で没しました。死後は天神様として信仰の対象となり、現在は北野
天満宮や太宰府天満宮などで学問の神として祀られています。

問3 答え 3
商品作物として木綿が広く栽培され、庶民の
衣服として一般に普及した。

木綿が商品作物として広く栽培され、庶民の衣服として普及したのは江戸時代に入ってからで
ある。平安時代の庶民の衣服には、主に麻などが使われていた。平将門の乱、浄土信仰の広ま
り、かな文字による文学の発達は、いずれも平安時代の出来事であるため、これらは正しい記
述である。

問4 答え 2
釈迦の教えが衰えるという末法思想の影響で
社会不安が広がり、阿弥陀如来にすがって死
後の救済を求める浄土信仰が普及したため。

平安時代中期には、釈迦の死から時間が経過して正しい教えが廃れるとされる「末法」の時代
が来ると信じられ、人々の間に不安が広がりました。これを受けて、念仏を唱えて阿弥陀如来
にすがり、死後に極楽浄土へ行くことを願う浄土信仰が貴族から民衆へと広まりました。平等
院鳳凰堂や中尊寺金色堂は、その理想の世界を地上に再現しようとしたものです。

問5 答え 4
自分の娘を天皇の后とし、その間に生まれた
子を次の天皇に立てることで、天皇の母方の
祖父として政治を補佐する仕組み

藤原氏は、娘を天皇の后（きさき）にするという婚姻関係を繰り返すことで、天皇との親戚関
係（外戚関係）を築きました。これにより、天皇が幼少のときは「摂政」、成人したあとは「
関白」という役職に就き、政治の実権を独占しました。藤原道長は4人の娘を次々と天皇の后
にすることで、この体制の全盛期を築きました。選択肢にある武力による支配や、天皇の退位
後に実権を握る院政とは異なる、婚姻を軸とした政治体制です。

問6 答え 2
大陸文化の影響を消化し、かな文字による文
学や日本独自の美意識が反映された文化が発
展した。

摂関政治の全盛期は国風文化の円熟期にあたります。この時期、紫式部による『源氏物語』や
清少納言による『枕草子』といった、かな文字を用いた文学作品が誕生しました。また、建築
面では阿弥陀如来を祀る平等院鳳凰堂が建立されるなど、日本の風土に根ざした貴族文化が花
開きました。

問7 答え 2
一部の有力な国司は受領と呼ばれ、任地に赴
いて徴税に励む一方で、私的な蓄財を行うな
ど地方政治が混乱する要因となった。

平安時代の国司には、任地へ行かない遙任のほかに、実際に任地に赴く「受領」もいました。
受領は徴税の権限を強く持ち、私欲を肥やす者も多く現れたため、農民がその暴政を訴えるな
ど、地方政治の混乱が深刻化しました。武士の主従関係や二毛作の一般化は後の時代に見られ
る特徴です。

問8 答え 3
学問に優れた菅原道真は右大臣に登用された
が、のちに藤原氏によって大宰府へ送られた
。

菅原道真は、藤原氏の権力が強まる中で天皇に重用されましたが、それを快く思わない藤原時
平らの陰謀によって、九州の大宰府へと左遷（流罪）されてしまいました。彼の悲劇的な生涯
と優れた学識が、のちの天神信仰（学問の神様としての信仰）へと繋がっています。

問9 答え 1
大陸の文化を日本の風土や好みに合わせて消
化・吸収した、日本独自の国風文化が発達し
た。

遣唐使の停止により、大陸からの直接的な文化の流入が制限されました。これにより、それま
でに取り入れた唐風の文化を、日本の気候や日本人の感性に合うように作り変える動きが強ま
りました。その結果、かな文字の使用や、寝殿造、大和絵、和歌の隆盛といった「国風文化」
が花開くことになりました。

問1
0

答え 4
天皇の母方の親戚（外戚）の立場を利用して
、摂政や関白に就任し政治を行う仕組み。

藤原氏は自分の娘を天皇のきさきにし、生まれた子どもを次の天皇に立てることで、天皇の母
方の親戚（外戚）という立場を確立しました。この血縁関係を背景にして、天皇が幼いときは
摂政、成人してからは関白となって政治の実権を握りました。

問1
1

答え 3
摂政

藤原道長は、4人の娘を次々と天皇の后にすることで、3人の天皇の祖父となることに成功しま
した。このように天皇の母方の親戚（外戚）として、天皇が幼い時に代わって政治を行う職を
「摂政」と言います。天皇が成長した後に、天皇を補佐して政治を行う職は「関白」と呼ばれ
ます。


